
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２

斑
鳩
町
の
家
計
簿

～
平
成
26
年
度
財
政
状
況
～

―
―
特
集

10	

ま
ち
の
話
題

12	

あ
な
た
に
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
じ
ま
り
ま
す

14	

い
に
し
え
の
風
～
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

15	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の

地
球
と
な
か
よ
し

16	

協
働
～
住
民
活
動
団
体
の
取
り
組
み
紹
介
～

17	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
提
案
事
業

18	

ま
ち
の
情
報

25	

毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
期
間

26	

ほ
け
ん
だ
よ
り

28	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 5

11
No. 602

いかるが

「斑鳩幼稚園」

「斑鳩東幼稚園」

「斑鳩西幼稚園」

みんな
　元気いっぱい！
楽しく、一生懸命
　頑張りました！
～ 町立幼稚園運動会 ～
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斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

〜
平
成
26
年
度
財
政
状
況
〜

　
平
成
26
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、

９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

おもな用語チェック

町税
28億8,637万円

町民税　14.5億円
固定資産税
　　　　11.3億円
都市計画税
　　　　1.3億円
　　　　　　など

臨時財政対策債
　　　4.7億円
施設整備関係
　　　0.2億円
道路・農道関係
　　　0.3億円
 　　　など

地方消費税
交付金
2億2,464万円

地方交付税
24億4,031万円

国・県支出金
14億9,682万円

町債
　5億5,370万円

その他の
交付金など
1億9,552万円

繰越金
7億6,957万円

使用料および
手数料
2億1,234万円

その他の収入
2億1,597万円

給

前月
からの
繰越金

自主
財源

依存
財源

料

親

か

き
せ

ら
の
援 助

雑収入

新 なた
借 入金

従来分
　　　1.8億円
社会保障財源分
　　　0.4億円

地方交付税
24億4,031万円

歳入 89億9,524万円

その他
　25万円

普通建設事業費
8億840万円

人件費
15億2,334万円

公債費
9億8,347万円

扶助費
13億932万円

　物件費
17億5,675万円

積立金
　1,710万円

繰出金
10億5,909万円

維持補修費
1億2,290万円

補助費等
 9億2,673
　　　　万円

生

そ
の
他
生

活

費

活
費

家の
増

改築 費

歳出 85億735万円

■歳入の主な用語録
町税　みなさんが納めた町民税、固定資産税、都市計画税など。なお、都市計画税は、目的税として都市計画事業にあてられます。　　　
町債　大きな事業を行うための国や金融機関からの借入金
地方交付税　所得税など、国が徴収した税金のなかから町の財政状況に応じて交付される交付金
地方消費税交付金　�地方消費税の中から交付されるお金。なお、社会保障財源分は、消費税率引上げ分として、社会保障施策に要する経費

にあてられます。
■歳出の主な用語録
人件費　職員や特別職の給与、議員および各委員会の委員報酬� 繰出金　国民健康保険などの特別会計へ繰り出して使ったお金
扶助費　児童手当、　子ども・老人・重度障がい者の医療費助成金など� 補助費等　各種事業や団体への補助金や負担金
公債費　町債（借入金）の返済金� 維持補修費　公共施設の修繕料など
物件費　光熱水費や消耗品費、業務委託料など� 普通建設事業費　道路の整備などに使ったお金

一般会計決算
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平成26年度の決算

〈平成26年度会計別決算〉

●１か月の総支出…30万１千円（来月への繰越金1万7千円）
斑 鳩 家 の 支 出 支出額（円） 構成比（％） 平成26年度の歳出

生活費
食 費 54,000 18.0 人件費
医療費、教育費など 46,000 15.3 扶助費
ロ ー ン の 返 済 35,000 11.6 公債費

その他
生活費

光熱水費・消耗品費など 62,000 20.6 物件費
家 の 修 繕 費 4,000 1.3 維持補修費
自治会費・スポーツ
ク ラ ブ 会 費 な ど

33,000 11.0 補助費等

貯 金 1,000 0.3 積立金
子どもへの仕送り 37,000 12.3 繰出金

家 の 増 改 築 費 29,000 9.6 普通建設事業費
合　　　　計 301,000 100.0

町の一般会計決算を、家計簿に置き換えてみました

●１か月の総収入 … 31万８千円
斑 鳩 家 の 収 入 収入額（円） 構成比（％） 平成26年度の歳入

給 　 　 　 　 　 　 　 料 102,000 32.1 町税

雑　　　 収　　　 入

内職・パート収入や不動
産収入、貯金の取崩し　

15,000 4.7
使用料および手数料

その他の収入

前 月 か ら の 繰 越 金 27,000 8.5 繰越金

親 せ き か ら の 援 助 154,000 48.4

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金など

新 た な 借 入 金 20,000 6.3 町債
合　　　　計 318,000 100.0

（ ）

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額
一 般 会 計 89億9,524万円 85億0,735万円 4億8,789万円
国民健康保険事業 32億0,923万円 36億5,734万円 ▲�4億4,811万円
大字龍田財産区 274万円 30万円 244万円
公共下水道事業 13億7,065万円 13億7,056万円 9万円
介 護 保 険 事 業 21億1,269万円 20億7,155万円 4,114万円
後期高齢者医療 3億4,801万円 3億4,639万円 162万円

合　　計 160億3,857万円 159億5,350万円 8,507万円

■ 町債の状況

■ 財産の状況

会　計　名 平成26年度末現在高
一 般 会 計 97億4,785万円
特 別 会 計 85億0,783万円

合　　　計 182億5,568万円

財産の種類 平成26年度末現在高
土 地 355,347㎡
建 物 91,559㎡
有 価 証 券 104万円
基 金 33億2,883万円
財 政 調 整 基 金 18億6,821万円
減 債 基 金 1億8,067万円
福 祉 基 金 3億3,232万円
文 化 振 興 基 金 8,669万円
斑鳩の里歴史文化
遺産保存・活用基金 1,550万円

スポーツ振興基金 2,095万円
土 地 開 発 基 金 7億4,841万円
国民健康保険財政調整基金 7万円
介護保険給付費準備基金 7,601万円

※�表中の金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計、
差し引きとその内訳が一致しない場合があります。
※大字龍田財産区は平成27年₃月31日をもって廃止しました。

　まちの財政が家の家
計だったらどうなるの
でしょうか？
　斑鳩町の家計簿は、
斑鳩町の一般会計決算
額 を、 人 口28,243人

（平成27年３月末現在）で
割った数字を、１か月
の家計簿に例えていま
す。
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●
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
を
す
す

め
て
い
る
史
跡
中
宮
寺
跡
に
つ

い
て
、
盛
土
な
ど
の
整
備
工
事

を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

●
中
央
公
民
館
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
と
し
て
、
大
ホ
ー
ル

空
調
設
備
の
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

●
環
境
に
配
慮
し
た
学
校
施
設
整
備

と
し
て
、
斑
鳩
小
学
校
に
お
い
て

照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

●
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
町
民
の
健
康･

体
力
づ
く
り

を
推
進
し
、
町
民
相
互
の
親
睦
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
向
上
を
は

か
る
た
め
、「
町
民
体
育
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

●
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締

結
し
て
い
る
和
歌
山
県
上
富
田
町

や
、「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文

化
交
流
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る

神
奈
川
県
小
田
原
市
な
ど
と
の
住

民
交
流
を
深
め
る
た
め
、
少
年

サ
ッ
カ
ー
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

●
町
内
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
民
間
保
育

所
（
斑
鳩
黎
明
保
育
園
）
の
開

所
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
生
活
範

囲
の
拡
大
と
、
健
康
で
楽
し
く

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
も
ら
う
た
め
、
70
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
高
齢
者
優
待
券
を

交
付
し
ま
し
た
。「
優
待
乗
車

券
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
奈
良
交

通
バ
ス
カ
ー
ド（
Ｃ
Ｉ-

Ｃ
Ａ
）

に
加
え
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

新
た
に
Ｊ
Ｒ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
お
よ
び
タ
ク

シ
ー
券
を
導
入
し
ま
し
た
。

●
生
後
２
か
月
か
ら
24
か
月
に
い
た

る
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
Ｂ

型
肝
炎
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
し
た
。

●
「
親
と
子
の
笑
顔
き
ら
め
く
子
育

て
応
援
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
に
、「
斑
鳩
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

●
斑
鳩
幼
稚
園
に
お
い
て
、
プ
ー
ル

の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
つ
い
て
も
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

●
福
祉
医
療
制
度
の
充
実
を
は
か
る

た
め
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
す
る
人
に
、
そ
の
子
ど

も
に
か
か
る
保
険
診
療
の
自
己
負

担
分
を
補
助
し
、
子
育
て
家
庭
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

文化の香り高く
心豊かなまちづくり

すこやかに生き生きくらせる
まちづくり

▲整備をすすめている史跡中宮寺跡

▲�平成27年４月に開園した斑鳩黎明保
育園。子どもたちの元気な声が聞こ
えます。

▲新しいプールで元気に遊ぶ子どもたち

平
成
26
年
度
の

主
な
事
業
を

紹
介
し
ま
す
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平成26年度の決算

●�

大
雪
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
農

家
に
対
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

な
ど
の
農
業
施
設
の
復
旧
お
よ

び
撤
去
の
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。

●�

「
ま
ち
あ
る
き
観
光
」
を
実
現

す
る
た
め
、
建
物
な
ど
の
修
景

整
備
に
伴
う
補
助
金
を
交
付
し

ま
し
た
。

●�

商
工
会
が
主
体
と
な
っ
て
す
す

め
て
い
る
滞
在
型
・
着
地
型
の

観
光
を
め
ざ
す
「
全
国
展
開
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
特
産

品
や
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
を
支
援
し
ま
し
た
。

●�

友
好
都
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
物
産
店
を
出
店

し
、
交
流
活
動
を
促
進
し
ま
し
た
。

●�

友
好
都
市
で
あ
る
長
野
県
飯
島

町
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

両
町
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

住
民
や
事
業
者
な
ど
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た

め
、「
斑
鳩
町
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

●�

町
内
の
各
種
住
民
団
体
間
の
情
報

交
換
や
連
携
を
は
か
る
た
め
、
住

民
有
志
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

友
好
都
市
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
相
互
の
住
民
の
参
加
を

通
じ
て
、
交
流
活
動
を
促
進
し
ま

し
た
。

●�

浸
水
被
害
の
軽
減
を
は
か
る
た

め
、
東
町
池
・
平
太
池
の
整
備

に
向
け
た
測
量
・
設
計
を
実
施

し
ま
し
た
。

●�

焼
却
処
理
の
廃
止
に
伴
い
、
衛

生
処
理
場
焼
却
棟
の
解
体
撤
去

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

●�

災
害
時
に
被
災
者
が
適
切
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、「
命

の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
全
世
帯
に

配
布
し
ま
し
た
。

●�

災
害
時
に
備
え
、
指
定
避
難
所

に
車
椅
子
を
１
台
ず
つ
設
置
し

ま
し
た
。

●�

「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
等
施

設
利
用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
た
法
隆
寺
と
の
合
同
避
難
誘
導

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

●�

ま
ち
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
交
通
拠
点
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

法
隆
寺
駅
北
口
の
道
路
の
整
備

を
す
す
め
ま
し
た
。

●�

円
滑
な
車
・
歩
行
者
の
移
動
が
で

き
る
よ
う
、
目
安
堤
防
線
の
整
備

や
神
南
２
丁
目
地
内
の
三
代
川
沿

い
の
町
道
の
舗
装
補
修
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

●�

橋
の
長
寿
命
化
を
は
か
る
た
め
、

塩
田
橋
の
補
修
工
事
や
、
シ
ン
デ

ン
橋
の
補
修
設
計
を
実
施
し
た
ほ

か
、
主
要
な
橋
の
点
検
を
す
す
め

ま
し
た
。

●�

本
町
に
適
し
た
公
共
交
通
の
確
保

に
向
け
、「
斑
鳩
町
生
活
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

ともに築く協働の
まちづくり

活力とにぎわいのある
まちづくり

安全で快適な
まちづくり

潤いのある魅力的な
まちづくり

▲法隆寺合同避難誘導訓練のようす

▲�整備された JR法隆寺駅北口
の道路

▲えひめ・まつやま産業まつりでＰＲ

▲平成26年度は飯島町を訪問しました。
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平
成
26
年
度
に
斑
鳩
町
の
一
般
会

計
に
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）
は
、

89
億
９
，
５
２
４
万
円
、
使
っ
た
お

金
（
歳
出
）
は
、85
億
７
３
５
万
円
、

差
引
、
４
億
８
，
７
８
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
平
成
27
年

度
に
繰
り
越
す
財
源
、
９
，
３
５
４

万
円
を
差
し
引
い
た
金
額
（
実
質
収

支
額
）
は
、
３
億
９
，
４
３
５
万
円

の
黒
字
で
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
作
成

し
た
健
全
化
判
断
比
率（
下
図
参
照
）

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
比
率
に
つ

い
て
も
早
期
健
全
化
団
体
と
な
る
基

準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
現
段

階
に
つ
い
て
は
健
全
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

景
気
は
ゆ
る
や
か
な
回
復
基
調
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
社
会

を
迎
え
、
財
政
状
況
は
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
３
）

平
成
26
年
度
決
算
か
ら

■ 斑鳩町の健全化判断比率の状況（平成26年度） （単位：％）

指標 区　　分 平成26年度
（A）

平成25年度
（B） （A）－（B） 指標の概要

実　　質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△�6.92） −（△�11.76） 4.84 福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一
般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻
度を把握する指標

早期健全化基準 14.59 14.61
財政再生基準 20.00 20.00

連結実質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△�5.36） −（△�9.63） 4.27 すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体と
しての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体とし
ての運営の深刻度を把握する指標

早期健全化基準 19.59 19.61
財政再生基準 30.00 30.00

実質公債
費 比 率

斑鳩町の比率 6.9 7.0 △�0.1 借入金の返済額およびこれに準じる額の大きさを指標
化し、資金繰りの危険度を把握する指標早期健全化基準 25.0 25.0

財政再生基準 35.0 35.0

将来負担
比　　率

斑鳩町の比率 37.4 32.2 5.2 地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある負担などの現時点での残高の程度を指標化し、将来
財政を圧迫する可能性が高いかどうかを把握する指標

早期健全化基準 350.0 350.0
財政再生基準 − −

注）�実質収支または連結実質収支が黒字である場合は、「実質赤字比率」または「連結実質赤字比率」は負の値で表示しています。

平
成
26
年
度

斑
鳩
町
財
政
健
全
化
の
状
況

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
26
年
度

普
通
会
計
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公

営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
の
審

査
が
行
わ
れ
、
佐
伯
知
輝
・
中
川
靖
広
両

監
査
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
審
査
の
結
果

１
．
総
合
意
見

　

審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適

正
に
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

２
．
個
別
意
見

健
全
化
判
断
比
率

　

①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
と
も
に
決
算
が
黒
字
で
あ
り
問
題
は

な
い
。
③
実
質
公
債
費
比
率
は
6.9
％
で
早

期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
下
回
っ
て
お

り
、
昨
年
度
よ
り
0.1
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て

い
て
問
題
は
な
い
。
④
将
来
負
担
比
率
は

37
．
４
％
と
早
期
健
全
化
基
準
の
３
５

０
％
を
下
回
っ
て
お
り
問
題
は
な
い
。
し

か
し
、
将
来
負
担
比
率
が
年
々
高
ま
っ
て

き
て
い
る
な
か
、
公
共
下
水
道
工
事
を
今

後
も
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
の
財
政
負
担
が
厳

し
く
な
ら
な
い
よ
う
財
政
運
営
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

資
金
不
足
比
率

［
水
道
事
業
会
計
］

　

水
道
事
業
の
平
成
26
年
度
決
算
に
お
け

る
財
務
の
短
期
流
動
性
を
示
す
流
動
比
率

は
２
７
２
％
（
前
年
度
２
４
５
％
）
で
資

金
不
足
の
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

経
営
健
全
化
審
査
に
お
い
て
、
よ
り
実

質
的
な
資
金
不
足
額
を
把
握
す
る
た
め
平

成
27
年
度
中
の
企
業
債
償
還
の
予
定
額
を

「
１
年
基
準
」
に
基
づ
き
流
動
負
債
に
算

入
し
て
も
、
実
質
的
な
資
金
不
足
比
率
は

マ
イ
ナ
ス
（
資
金
過
剰
）
36
．
６
％
（
前

年
度
マ
イ
ナ
ス
35
．
４
％
）
と
な
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
も
経
営
健
全
化
基
準
の
20
％

と
比
較
し
て
、
な
お
良
好
な
状
態
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。

［
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
］

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
繰
上

充
用
額
、
支
払
繰
延
額
、
事
業
繰
越
額
お

よ
び
建
設
改
良
費
等
以
外
の
経
費
の
財
源

に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
い

ず
れ
も
な
く
、
実
質
的
資
金
不
足
比
率
は

0
％
で
あ
り
、
経
営
健
全
化
基
準
の
20
％

を
下
回
っ
て
お
り
問
題
は
な
い
。

３
．
是
正
勧
告
を
要
す
る
事
項

　

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。
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平
成
26
年
度

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
審
査

監
査
委
員
の
意
見

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特
別
会

計
の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
、
佐
伯
知
輝
・

中
川
靖
広
両
監
査
委
員
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
お
よ
び
各

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入
歳

出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関

す
る
調
書
お
よ
び
財
産
に
関
す
る
調
書
の

各
計
数
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
調
製

さ
れ
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

も
計
数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

■
決
算
の
総
括

　

当
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会

計
の
連
結
ベ
ー
ス
で
の
純
計
決
算
額
は
、

歳
入
１
４
９
億
8
千
万
円
、
歳
出
１
４
８

億
９
千
５
百
万
円
で
、
差
引
形
式
収
支
は

8
千
5
百
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。
前
年
度

と
比
較
す
れ
ば
歳
入
は
8
千
万
円
の
減

少
、
歳
出
は
1
億
6
千
百
万
円
の
増
加
と

な
り
、
形
式
収
支
で
は
2
億
4
千
百
万
円

の
減
少
と
な
っ
た
。

　

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
、
前
年
度
の
2
億
2

千
2
百
万
円
の
黒
字
か
ら
9
百
万
円
の
赤

字
に
大
き
く
後
退
し
た
結
果
、
単
年
度
収

支
は
2
億
3
千
百
万
円
の
赤
字
へ
と
転
換

し
た
。

　

一
般
会
計
の
単
年
度
収
支
は
前
年
度
の

1
億
3
百
万
円
の
黒
字
か
ら
2
億
7
千
2

百
万
円
の
赤
字
に
転
換
と
な
っ
た
が
、
そ

の
大
き
な
原
因
は
将
来
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
町
債
を
3
億
8
千
5
百
万
円
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
。
町
債
の
発
行
に
よ
り
資

金
を
確
保
し
整
備
事
業
な
ど
を
行
う
と
、

当
該
年
度
で
は
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス

は
合
う
が
、
町
債
の
返
済
お
よ
び
支
払
利

息
は
そ
の
後
の
町
税
な
ど
の
収
入
で
賄
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
成
25
年
度
末
の

町
債
残
高
は
１
０
０
億
4
千
万
円
で
あ
っ

た
が
、
平
成
26
年
度
末
で
は
97
億
4
千
8

百
万
円
と
減
少
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

町
債
の
発
行
を
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
赤

字
転
換
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
町
債

の
発
行
を
削
減
す
る
こ
と
は
将
来
負
担
を

平成26年度の決算

か
ら
の
繰
入
金
は
、
平
成
22
年
度
3
億
7

千
万
円
、
平
成
23
年
度
3
億
8
千
8
百
万

円
、
平
成
24
年
度
4
億
1
千
百
万
円
、
平

成
25
年
度
4
億
4
千
4
百
万
円
、
平
成
26

年
度
4
億
7
千
8
百
万
円
と
年
々
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
歳
出
の
公
債
費
で

あ
り
、
平
成
22
年
度
4
億
8
百
万
円
、
平

成
23
年
度
4
億
1
千
2
百
万
円
、
平
成
24

年
度
4
億
3
千
8
百
万
円
、
平
成
25
年
度

4
億
7
千
2
百
万
円
、
平
成
26
年
度
4
億

9
千
8
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
公
共
下

水
道
財
政
推
計
表
に
よ
る
と
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
の
ピ
ー
ク
は
平
成
34
年
度

で
6
億
百
万
円
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
よ
り
1
億
2
千
3
百
万
円
増
加

す
る
予
定
で
あ
る
。
公
共
下
水
道
事
業
の

整
備
は
、
斑
鳩
町
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
が
、
将
来
に
わ
た

り
一
般
会
計
か
ら
の
大
き
な
財
政
負
担
を

伴
う
た
め
、
他
の
特
別
会
計
を
含
め
上
記

の
一
般
会
計
を
総
合
し
て
、
将
来
と
も
に

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
料
す
る
。

軽
減
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
良
い
こ
と
で

あ
る
。
可
能
な
限
り
町
債
に
頼
ら
な
い
財

政
運
営
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
歳
出
の
削

減
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

平
成
27
年
度
に
あ
っ
て
も
町
の
事
業
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
地
域
創
生

計
画
に
よ
り
さ
ら
に
事
業
が
増
加
す
る
だ

ろ
う
。
廃
止
し
た
事
業
は
な
く
、
こ
の
よ

う
に
事
業
が
増
加
す
る
ば
か
り
で
は
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
す
べ
て
の
事
業
を
行

う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
た
選
択
と
集
中
に
よ
り
効
果
の

低
い
事
業
に
つ
い
て
は
廃
止
や
統
廃
合
を

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
の
所
有
す
る
施
設
の
維
持
管

理
費(

固
定
的
経
費)

は
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
る
。
い
か
る
が
ホ
ー
ル
、
老
人

憩
の
家
、
い
き
い
き
の
里
、
公
民
館
な
ど

に
お
い
て
大
規
模
な
改
修
を
予
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
か
ら
施
設
の
統
廃

合
、
外
部
委
託
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
方

法
を
検
討
し
、
最
小
限
の
コ
ス
ト
で
最
大

限
の
効
果
を
得
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
毎
年
実
質
収
支
が
0
円
で
あ
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
赤
字
を

補
填
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
会
計

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
２
階
情
報

公
開
総
合
窓
口
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）
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平
成
26
年
度

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

委
員
の
意
見

　

平
成
26
年
度
の
水
道
事
業
会
計
の
決
算

審
査
が
行
わ
れ
、
佐
伯
知
輝
・
中
川
靖
広

両
監
査
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
審
査
の
結
果

　

平
成
26
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決

算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
お
よ
び

当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
の
決
算

は
、
営
業
収
益
の
主
た
る
給
水
収
益
に
お

い
て
前
年
度
よ
り
２
千
５
百
万
円（
3.9
％
）

の
減
少
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
、
平
成

25
年
10
月
か
ら
水
道
料
金
を
10
円
／
㎥
値

下
げ
し
た
影
響
額
が
１
千
４
百
万
円
、
給

水
量
の
減
少
に
よ
る
影
響
額
が
１
千
百
万

円
で
あ
る
。給
水
量
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

節
水
機
器
の
普
及
や
人
口
減
少
社
会
の
進

展
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
営
業
収
益
が

減
少
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

営
業
費
用
で
は
、
受
水
量
を
1
万
㎥
削

減
し
、
臨
時
職
員
を
1
名
減
ら
す
な
ど
経

　平成26年度の決算額は、収入が7億
1,413万3,939円、支出が6億7,900
万7,369円、差引3,512万6,570円（前
年度純利益2,568万7,551円）の当年
度純利益となりました。

■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

■ 経理状況
イ．損益計算書【平成26年４月１日～平成27年３月31日】

ロ．貸借対照表【平成27年３月31日現在】

（単位：円）

（単位：円）

問合せ
上水道課

☎0745
　�1401

県営水道の依存率は約67.2% です。
有収率は、給水量に対して、料金収入となる水量の割合
で、有収率が高いほどムダな水が少ないことになります。
（平成25年度全国平均は約90.1%）

•配水設備改良工事
　　工事延長	 2,403ｍあ
　　工 事 費	 199,525千円
•浄水場設備改良工事	 12,798千円

■ 有収率の推移

平成26年度
水道事業会計決算

平成26年度 平成25年度
総 給 水 戸 数 10,777戸 10,613戸
総　給　水　量 3,020,539㎥ 3,050,453㎥

内
訳

県　　　水 2,029,060㎥ 2,039,496㎥
自　己　水 991,479㎥ 1,010,957㎥

総 有 収 水 量 2,846,322㎥ 2,899,434㎥
有　　収　　率 94.2% 95.0%

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕水道事業費用 679,007,369 〔1〕水道事業収益 714.133,939
　⑴ 営業費用 645,727,858 　⑴ 営業収益 636,890,528
　⑵ 営業外費用 28,551,440 　⑵ 営業外収益 76,571,185
　⑶ 特別損失 4,728,071 　⑶ 特別利益 672,226

〔2〕当年度純利益 35,126,570
合　　　計 714,133,939 合　　　計 714,133,939

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）
〔1〕固定資産 5,226,759,306 〔3〕固定負債 1,288,993,775
　⑴ 有形固定資産 5,222,480,082 　⑴ 企業債 1,286,673,762
　⑵ 無形固定資産 250,500 　⑵ リース債務 2,320,013
　⑶ 投　資 820,000
　⑷ リース資産 3,208,724 〔4〕流動負債 267,916,159

　⑴ 企業債 73,527,062
　⑵ リース債務 1,092,813
　⑶ 未払金 173,517,122

〔2〕流動資産 499,937,969 　⑷ 引当金 9,808,000
　⑴ 現金及び預金 324,403,615 　⑸ その他 9,971,162
　⑵ 未収金 170,491,389
　⑶ 貯蔵品 5,042,965 〔5〕繰延収益 2,181,956,441

　⑴ 長期前受金 2,181,956,441

（資本の部）
〔6〕資本金 780,913,446
　⑴ 自己資本金 780,913,446

〔7〕剰余金 1,206,917,454
　⑴ 資本剰余金 116,481,293
　⑵ 利益剰余金 1,090,436,161

合　　　計 5,726,697,275 合　　　計 5,726,697,275

年度 斑鳩町（％） 全国平均（％）
20 9 5 . 4 9 0 . 1
21 9 5 . 4 9 0 . 0
22 9 5 . 0 9 0 . 1
23 9 5 . 4 8 9 . 5
24 9 4 . 2 9 0 . 0
25 9 5 . 0 9 0 . 1
26 9 4 . 2 ―




